
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践
タブレットを活用し情報活用能力を育成
するとともに、自己の学習をマネジメント
する力を育成し、学力向上を目指す。

●各種テストにおいて、県平均を上回
る。

・全教科でタブレットを活用し、基本的な操作を
習得させる。また、学び合いや表現活動など問
題解決・探究場面で効果的に活用する。
・授業や家庭学習の計画作成や振り返り、改善
をとおして、自己の学習をマネジメントする力を
育てる。

A

・３年生のSAGAテストでは、５教科の県平均が１１８．７
点に対して、青嶺中は１１７．２点でわずかに下回った。
・５月の全国学力・学習状況調査では、国語は県平均
を１ポイント上回り、数学は県平均を５ポイントも上回っ
た。
・タブレットの活用は、市内でも先行して多く活用できて
いるが、同時に多数が使用すると、よく動かなくなる。

A

・１２月の県学習状況調査では、２年生が全教科で県平均を
上回り、特に国・英・理では１０ポイント以上上回った。１年生
は、２教科で県平均を上回った。
・タブレットの基本的操作に関しては、９７％が肯定的な回答
だった。
・自己の学習をマネジメントする力については、６６％が力が
付いたと答えた。

A

・このように学力がアップしていて素晴らしい。是非、市
内の小中学校にも指導方法や情報の共有をしてもらい
たい。
・自己学習のマネジメント力が更に向上するように指導
をお願いします。
・タブレットの活用が活発になされていて、今後も継続
していただけたらと思います。

学力向上対策コーディ
ネーター（研究主任）

○家庭学習の充実 ○毎日の家庭学習を１時間以上する生
徒の割合を８０％以上（H30年度全国平
均70.4％）

・育友会と連携して、スマートフォンのルール
づくりと家庭学習のルールづくりを行う。
・発達段階や能力に応じた問題集を個別に
選択させ、主体的な家庭学習に取り組ませ
る。

B

・育友会と連携して、スマートフォンの所有状況等を調べた。
・所有に関しては、１年生が５３％、２年生が５４％、３年生が８
１％であった。
・ルールに関しては、１年生が２１％、２年生が４８％、３年生
が７２％が決めていると答えた。
・家庭で、３時間以上勉強する３年生徒は、全国が１２．３％な
のに対して本校はが０％であった。ここの改善が急務である。

B

・毎日の学習時間を１時間以上している生徒は７９％
だった。ただし、２時間以上は２６％と少なく、今後も家
庭学習の充実に力を入れていきたい。
・全学年で取り入れた「習熟度別問題集」については、
５７％が家庭学習に活用したと答え、主体的に学ぼうと
する姿が見られた。

B

・家庭学習の時間がさらに増えるように、家庭
への啓発と生徒への進路意識を高める工夫
ができればと思います。
・引き続き、家庭学習の充実に向けて指導を
お願いします。

学力向上対策コーディ
ネーター（研究主任）

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした生徒９０％以上
○行事後の振り返りでの肯定的な自己
の振り返り９０％以上
○「自分にはよいところがあると思いま
すか」というアンケート項目で、80％以上
の生徒が「あると思う」と回答する。（H30
年度の全国平均78.8％）

・人権講和や集会など、年間計画に適切に
位置づけ、人権・同和教育を推進する。
・「考え、議論する」道徳を実施し、生命尊重
や思いやり、倫理観、正義感などを育てる。
・学校行事において、生徒が主体となり活動
する場や機会を設定し、目標を持ち振り返り
を通して、自己肯定感を育てる。

A

・人権集会では、生徒が書いた人権作文を読む形を
とって、人権感覚を深めるいい機会になった。
・道徳では、校内研修で道徳教育推進教師自らが授業
を公開し、全教師で参観することで研修が深まった。
・自分の良さに気付いている生徒の割合は、３年生調
査で７３．５％だったが、「特にそう思う」は１４％で、全
国平均の３４．５％に比べ少ない。自己肯定感を高める
手立てが必要である。

A

・道徳のアンケートに対して肯定的に回答した生徒は、
９８％、「考え・議論する道徳」の授業に積極的に参加
できた生徒も８９％となっており、達成できた。
・「自分にはよいところがある」に関して。肯定的な回答
をした生徒は７６％で、中間評価時点より改善した。
・中間評価を受けて、「行事などの振り返りを通して自
己肯定感を育てる指導を行った」に関して肯定的な回
答をした教職員は１００％だった。

A

・自己肯定感が養われ、行事にも意欲的に取
り組んでいるところがいいと思います。
・「自分にはよいところがある」に肯定的な回
答をする生徒が更に増えたらいいですね。

道徳教育推進教師
人権・同和教育担当者

特別活動主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員90％以上

・毎月の生活アンケートを行い、いじめ
の早期発見に努める。
・生徒指導協議会の中で、気になる子の
情報を出し合い、共通理解を図る。 A

・毎月、生活アンケートを実施し、いじめの早期発見に
努めているが、５月に３年生女子で、仲間外れが１件発
生し、「いじめ」として学校が認知し、市教委にも報告し
ている。学年と養護教諭、保護者の連携でその後解決
した。

A

・いじめの防止（組織的対応・早期発見）ができたかに
ついて、肯定的な回答をした職員は１００％だった。
・生徒指導協議会や学年会などを通して、気になる子
への共通理解が図れたに関して、肯定的な回答をした
教職員は１００％だった。

A

・今後もこのようになってほしいです。素晴らしいと思い
ます。
・回答率の算定が教職員のみなので、生徒や保護者
の回答が気になります。
・小学校では、職員と保護者に評価の差があったようで
すが、その点中学校はどうですか。

生徒指導主事

◎生徒が夢や目標をもち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動
○朝読書の充実と家読の推進

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒80％以上
にする。
（平成30年度全国平均94.9％）

・学年の発達段階に応じた進路指導を充実
させる。とくに，キャリアパスポートについて
は工夫して活用する。
・いろいろな職業について知る。（１年生）
・将来の目標について、キャリアデザインを
考えさせる。今の自分の生き方につなげる。
（２年生）
・高校について知り、自分の進路を決め、実
現するために行動する。（３年生）
・生徒会による読書活動の推進を図る。

A

・「将来の夢や目標を持っている」については、３年
生の調査では、肯定的な回答は７３．５％だった。
そこで、９月にオリンピック代表の柳本幸之介選手
を招いて「先輩と語る会」を開催し、全校生徒にい
い刺激を与えていただいた。
・今年度は、新型コロナ感染症の影響で、１年の職
場見学と２年生の職場体験が実施できなかった。
それに代わるものとして、グローバル人材育成講
話を開催し、海外で活躍された講師を招いてSDGｓ
やキャリア教育について深く学ぶことができた。

B

・「将来の夢や目標を持っている」については、肯
定的な回答は７１％だった。１学期の調査よりも約
３％下がったので、目標の８０％以上にするために
は、さらなる進路学習などの取り組みの強化を図り
たい。
・今年度は、新型コロナ感染症の拡大状況下で
も、１年生では職業調べ、２年生ではSDGsの学習
を通して将来就きたい職業について考えることが
できた。また、３年生では将来を見据え、計画的な
進路学習に取り組み、しっかりと自分の進路を決
めることができた。

B

・目標の８０％を達成できるように頑張ってくだ
さい。
・全国平均と比べて、目標を低く設定している
のにもかかわらず結果が更に低いのは、地域
性もあるのかなと思う。
・伊万里市初のオリンピック選手が青嶺中か
ら出たことは、いい刺激になったと思います。
また、家読は、夢や目標を育む心の教育とし
て貴重なものだと思います。
・朝読書、家読に対する成果指標が必要では
ないか。

特別活動主任（主）
生徒会担当（副）
教務主任（副）
各教科主任（副）

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の生徒８０％
以上
❷「体温・健康チェックカード」の提出１０
０％
❸「健康に食事は大切である」と考える
生徒95％以上

・部活動時間の確保に努める。
・昼休みにおけるグラウンドや体育館で
の運動の推進に努める。
・日々の健康管理となる、毎朝の「体温・
健康チェック表」を活用する。
・食生活アンケートを行う。

A

・９７％の生徒が朝食を毎日食べており、全国
平均の８２％を大きく上回った。
・体温・健康チェックカードの提出は、９月末現
在で約９５％であり、さらに呼びかけを行う。 A

・授業以外で運動を行う時間が、１週間で４２０分以上
の生徒は７３％だった。
・「体温・健康チェックカード」の提出は、９８％ができて
おり、ほぼ目標を達成できた。
・「健康に食事は大切である」と回答した生徒が１０
０％、毎日朝食を食べてきている生徒が９８％というこ
とで、家庭の協力が大きかったことが分かった。

A

・健康・体力づくりは、ほぼ目標が達成できて
よかったと思います。
・部活動については、先生方の指導も大切だ
と思いますが、地域に経験者がいると思うの
で、活用していただければと思います。より一
層の指導をお願いします。
・成果指標と比べると、数値以下である。

体育主任
養護教諭

安全教育担当

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定
・部活動休止日の設定
・施錠時間の設定・掲示

A
・水曜日を定時退勤推進日と定め、１７時には
おおよそ退勤できている。 A

・水曜日は確実に１７時までには全職員退勤できてい
る。また、平日も「部活動終了１時間で退勤しよう」の呼
びかけに応える教職員が増えてきた。
・昨年度より、土日や祝日の部活動休養日が増えてい
る。

A
・時間外勤務を減らすのは、１人ひとりの意識が必
要です。部活動との両立が大変ですね。
・改善は進んでいますが、他の職場からすると遅
れているのではないでしょうか。

管理職

○年休の取得を増やす。
○超過勤務の時間を意識して仕事をさ
せる。

○長期休業中を中心に、年間１０日以上
年休をとった職員が8０％以上
○年間の超過勤務の時間が月平均４0
時間以内の職員の割合が７０％以上

・管理職が年休取得を推進することを職員に伝
えるとともに、個別に声掛けを行う。
・毎月、個人ごとに超過勤務時間（月ごとの時間
と総時数）を知らせ、年間360時間を意識して仕
事をさせる。

A
・年休平均取得日は、９月末現在で７．３日であり、
計画通り取得できている。
・年間の超過勤務時間月平均は、８月以降の下校
時間の早まりに比例して少なくなってきた。

B

・全職員の年平均取得日は１１日だったが、年間１０日
以上取得できた職員は67％で、目標に届かなかった。
・年間の月平均超過時間４０時間以内については、達
成率が５０％にとどまったので、さらに改革が必要であ
る。

B

・年休、超過勤務についてはまだまだ改善の必要あり。
・年休取得については、先生方はなかなか難しいと思
いますが、期間を設けて対策されてはいかがですか。
(１学期は５日間取得とか）

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した
教員１００％

・特別支援に関する職員研修会を実施
する。
・ケース会議の開催し、情報とそれに基
づく対応方法を共有する。

B

・校内支援委員会の中でケース会議を行い、配慮を要
する生徒に関して共通理解をすることができた。
・新型コロナウィルス感染拡大の影響で、職員向けの
研修が延期となっている。 B

・コロナ渦で、講師を招いた研修会は実施できなかった。
・校内支援委員会３回、ケース会議３回実施。
・転入生（知的学級）の受け入れで、全職員で準備や話し合い
を重ねたこともあり、専門性が向上したと回答したのは９０％
だった。

B

・コロナ渦で難しかったとは思いますが、会議
などで何度も話し合われるなど努力されてい
る点を評価いたします。

特別支援教育コーディ
ネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立青嶺中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度はGIGAスクール構想の実現のため、スーパーティーチャーを中心にタブレットを活用した研究授業に全職員で取り組み、指導案の検討から授業後の振り返りまで議論することで授業の質を上げることができた。
・特に、２年生の県学習状況調査では、県平均を全教科で上回り、中でも国、英、理では１０ポイント以上上回るなど学力の向上が見られた。
・心の教育では、道徳教育推進教師が自ら「考え、議論する」道徳の授業を提案し、指導案の検討から授業後の振り返りまで全職員で取り組むことで、その後の各学級での道徳の活性化が見られた。
・教師の働き方改革については、平日の退勤は早まってきたが、長期休業中の取得が思うように増えなかった。職員の意識改革と共に保護者の理解を得ながら、平日や土曜日など部活動を交互に出るなど目に見える改革が必要である。
・「地域と共に歩む学校」を評価項目に加え、幼・小・中・地域の連携を深め、独自の取組を企画したい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・家庭学習の時間の確保、内容の充実をめざし、自学用に問題集を取り入れ、学習の目標、中間の振り返り、最後の振り返りを行わせた。さらに、育友会と連携して、家庭学習とスマートフォンの使用についてのルールづくりを行った。卒業生については、学習時間も、学力もかなり向上した。しかし、２、３年生の学習時間は、まだ、全国平均を下回ってい

る。今後も、家庭や育友会と連携したり、学習に関して自分で自分をマネジメントできる生徒の育成が必要である。

・豊かな心を育てるために、学校行事の充実や道徳教育（人権・同和教育を含む）、自問清掃を充実させ、効果が上がった。しかし、将来の夢を持っている生徒の割合が、全国平均と比べても低かった。今年度は、キャリア教育に力を入れる必要があると考えられる。

・超過勤務時間の縮減は進んでいるが、月45時間以内は達成できたものの、年間360時間以内は今年度達成できなかった。次年度は、夏以降、すべての部活の顧問２人体制が整備されるので、更に超過勤務時間が減ると考えられる。さらに、いろいろな面で今後、学校、家庭、地域が連携して子どもを育てる学校を目指す必要がある。

２　学校教育目標 望ましい人間関係を育み、自ら考え自ら行動する生徒の育成を図る。

３　本年度の重点目標

①生徒が自分の学習についてマネジメントできるようにするため、自分で学習計画を立て、日々や中間の振り返り、最終の振り返りを行わせる。また、育友会と連携し家庭での学習習慣を身につけさせる。さらに、今年度から導入されるタブレットPCなどのICT機器を活用

し、学力向上を目指す。

②将来の夢をもっている生徒の割合が、全国平均と比べても非常に低かった。今年度は、いろいろな職業について知り、自分の将来の目標をもたせるとともに、キャリアデザインを考え、今の自分の生き方につなげるように指導を行う。


